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令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

　

公
益
社
団
法
人
宇
部
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
５
月
27
日

（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
多
世
代
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
い

ま
だ
収
束
に
向
か
っ
て
お
ら
ず
、
感
染
防

止
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
制
限

を
設
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
事
務
局
山
根
課
長
の
司
会
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
最
初
に
利
重
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
優
良
正
会
員

（
15
年
会
員
22
名
、
10
年
会
員
48
名
）
と

事
業
功
労
者
１
名
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
土
肥
淳
二
理
事
を
議
長

に
選
出
し
て
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
が
審
議
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予

算
、
令
和
4
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
司
会
に
よ
り
閉
会
が
宣
言
さ
れ

無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
小
栗
記
）

小
沢　
　

進
（
琴　

芝
）

菊
川　
　

弘
（　

岬　

）

上
郷　

元
雄
（
恩　

田
）

小
田　

勝
彦
（
上
宇
部
）

在
籍
10
年
会
員

（
48
名
）

大
井　

康
弘
（
藤　

山
）

竹
山　

茂
樹
（
小　

野
）

平
野　

新
一
（
西
岐
波
）

浅
原　

正
雄
（
常　

盤
）

岡
田　

朱
実
（
神　

原
）

岡
田　
　

進
（
西
岐
波
）

岡
田　

浩
実
（
鵜
の
島
）

小
林　

和
男
（
小
羽
山
）

中
村　

泰
隆
（
厚　

南
）

山
縣　

隆
男
（
藤　

山
）

中
尾　

君
子
（
西
岐
波
）

縄
田　

義
博
（　

原　

）

西
田　

信
雄
（
川　

上
）

能
見　

國
髙
（
上
宇
部
）

橋
本　

啓
子
（
見　

初
）

浜
田　

岩
男
（
東
岐
波
）

前
田　

知
義
（
西
岐
波
）

上
原　

紀
夫
（
厚　

東
）

横
山　

益
幸
（　

原　

）

斉
藤　

美
博
（
恩　

田
）

相
川　

敬
一
（
上
宇
部
）

野
口　

良
雄
（
上
宇
部
）

平
山　

順
子
（
見　

初
）

在
籍
15
年
会
員

（
22
名
）

利
重
鋼
太
郎
（　

楠　

）

椎
木　

敦
子
（
恩　

田
）

杉
野　

正
人
（
厚　

南
）

山
本　

昭
三
（
新　

川
）

池
永　

茂
勝
（
厚　

南
）

藤
本　

靖
子
（
新　

川
）

村
上
ケ
イ
コ
（
神　

原
）

弘
津
美
代
子
（
小
羽
山
）

北
村　

瑞
朗
（
上
宇
部
）

正
木　

一
子
（
上
宇
部
）

清
水　

克
美
（
上
宇
部
）

正
木　

静
枝
（
琴　

芝
）

齊
藤　

義
昭
（
琴　

芝
）

波
多
野
泰
文
（
恩　

田
）

宇
野　

典
彦
（　

岬　

）

大
西　

禮
子
（
上
宇
部
）

長
谷
川
稔
一
（
二
俣
瀬
）

松
田　

欣
二
（
藤　

山
）

美
澄　

貞
子
（　

岬　

）

都
秋　

照
子
（
上
宇
部
）

穂
積　

輝
子
（
上
宇
部
）

村
上　

和
登
（
藤　

山
）

山
縣　
　

勝
（
黒　

石
）

河
合　

一
成
（
上
宇
部
）

中
津
井
美
雪
（
新　

川
）

山
本　

宣
之
（
恩　

田
）

大
石　
　

隆
（
神　

原
）

属　
　

玲
子
（
常　

盤
）

森　
　

正
子
（
恩　

田
）

石
川　

満
彦
（
常　

盤
）

土
井　

郁
男
（
琴　

芝
）

鬼
塚　

伸
幸
（
小
羽
山
）

林　
　

和
義
（
上
宇
部
）

安
平
津
多
恵
（
恩　

田
）

上
田　

隆
荘
（
藤　

山
）

桶
田　

敏
治
（
常　

盤
）

西
村　

勝
利
（
黒　

石
）

浜
岡　
　

修
（
厚　

東
）

浜
岡
美
知
恵
（
厚　

東
）

丸
田　

貞
子
（　

原　

）

光
永　

輝
子
（
厚　

南
）

光
永　

昌
治
（
厚　

南
）

岡
田　

勝
治
（
上
宇
部
）

事
業
功
労
者

（
１
名
）

小
野　
　

浩
（
60
㌽
）

優良正会員
及び

事業功労者
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理
事
長　
　
　
　

利
重　

和
彦

常
務
理
事　
　
　

馬
場　

弘
志　

理
事

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

岡
﨑　

徐
磨
・
真
鍋　

良
三

　

桜
木　

一
憲
・
杉
山　

裕
子

　

土
肥　

淳
二
・
江
村　

俊
夫

　

久
保
田
龍
彦
・
熊
本　

政
雄

　

中
野　

廣
志
・
井
上　

玲
子

　

山
下　

は
な

監
事

　

宮
本　
　

美
・
浅
井　

栄
子

総
務
広
報
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
桜
木　

一
憲

　

杉
山　

裕
子
・
小
栗　

敬
一

　

江
嶋
亜
企
雄
・
杉
山　

明
美

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

安
全
衛
生
委
員
会

　

真
鍋　

良
三
・
江
村　

俊
夫

　

山
下　

は
な
・
福
永　

強
三

　

松
井　

満
雅
・
渡
辺　

信
男

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

就
業
開
拓
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
・
熊
本　

政
雄

　

中
野　

廣
志
・
井
上　

玲
子

　

椎
木　

敦
子
・
山
本　

隆
士

　

小
野　
　

浩

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

組
織
研
修
委
員
会

　

宇
野　

典
彦
・
土
肥　

淳
二

　

久
保
田
龍
彦
・
縄
田　

孝
典

　

正
木　

静
枝
・
斉
藤　

美
子

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

女
性
委
員
会
（
遊
楽
里
）

　

杉
山　

裕
子
・
井
上　

玲
子

　

山
下　

は
な
・
椎
木　

敦
子

　

泉　
　

京
子

　

中
村　

眞
弓
（
事
務
局
）

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
・
杉
山　

裕
子

　

桜
木　

一
憲
・
小
栗　

敬
一

　

星
野　

正
治
・
弘
中　

絹
子

就
業
調
整
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

土
肥　

淳
二
・
伊
藤　

三
郎

　

中
岡　

利
雄
・
山
本　

映
子

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

地
域
世
話
人

東
岐
波
地
域�

中
野　

廣
志

西
岐
波
地
域�

桜
木　

一
憲

常
盤
地
域�

熊
本　

政
雄

恩
田
地
域�

山
下　

は
な

東
部
地
域（
岬
・
見
初
）�

宇
野　

典
彦

上
宇
部
・
川
上
地
域�

土
肥　

淳
二

中
部
地
域
（
神
原
・
琴
芝
）

�

井
上　

博
己

西
部
地
域（
新
川･

鵜
の
島･

小
羽
山
）

�

岡
﨑　

徐
磨

藤
山
地
域�

江
村　

俊
夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東
地
域

�

杉
山　

裕
子

黒
石
・
原
地
域�

由
川　

嘉
信

北
部
地
域�
梶
山　

淳
幸

事
務
局
体
制

馬
場　

弘
志
（
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　

事
務
局
総
括

山
根　

貴
典
（
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
総
括
・
筆
耕

中
村　

眞
弓
（
総
務
課
係
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
・
経
理

都
秋　

純
子　

総
務

髙
須　

大
輔
（
業
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

�

企
業
・
軽
作
業
・
派

遣
事
業
・
安
全
推
進

員

安
井
竜
太
朗
（
業
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　

機
械
除
草
・
軽
作
業

荻
野　

睦
美　

除
草
・
大
工
・
左
官

水
嶋　

和
己　

剪
定
・
伐
採

大
前　

則
江　

�

公
共
・
家
事
援
助

鈴
木　

久
幸　

就
業
相
談
員

令
和
４
年
度

役
員
・
委
員
・

職
員
体
制

業務課（公共・家事援助）
大前　則江

（おおまえ　のりえ）

新入職員紹介
今年４月に入所しました。
よろしくお願いいたします。
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地域班組織一覧表地域班組織一覧表 令和4年7月1日現在令和4年7月1日現在

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

東　

岐　

波

中野　廣志 東岐波

第１ 岡村　孝範
1 中野　廣志
2 岡村　孝範
3 部坂　章夫

第２ 多賀谷誠光
1 三好　淳夫
2 青木　則篤
3 多賀谷誠光

西　

岐　

波

桜木　一憲 西岐波

第１ 河村　幸雄
1 中尾　健治
2 河村　義之
3 前田　知義

第２ 山本　隆士
1 木藤　正章
2 篠田　武則
3 武田　雄三

第3 吉冨　克昭
１ 吉冨　克昭
2 山田　幸治

常　
　

盤
熊本　政雄 常　盤

第１ 佐野　一信
1 大満　利晴
2 西村　武夫
3 成重　元規

第２ 須川　　悟
1 原田　　豊
2 内藤　　修
3 猪俣　　清

恩　
　

田
山下　はな 恩　田

第１ 成松　立身

1 吉村　幸男
2 吉村　幸男
3 池田　　武
4 片桐　了之

第２ 中津　秀雄
1 中津　秀雄
2 渡邊　　昇
3 兼安　敏夫

第３ 藤重　健夫
1 藤重　健夫
2 西村　　明
3 西村　正道

上
宇
部
・
川
上

土肥　淳二

上宇部

第１ 和田サカエ

1 松永　茂良
2 和田サカエ
3 小藤　　卓
4 正木　一子

第２ 山門　義明
1 山門　義明
2 長本　一義
3 藤井　修二

第３ 縄田　正芳
1 縄田　正芳
2 相川　敬一

川　上 第１ 米田　俊雄

1 大石　恒雄
2 吉井　　勇
3 山口　　眞
2 北嶋　良記

東　
　

部
宇野　典彦

岬 宇野　典彦
1 菊川　　弘
2 白根　正子
3 山本　博美

見　初 鶴永　雅也
1 斉藤　達夫
2 鶴永　雅也

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

中　
　

部
井上　博己

神　原 真鍋　良三

1 真鍋　良三
2 城戸　正之
3 佐田　文則
4 平井　　保

琴　芝

第１ 波多野　実
1 波多野　実
2 沖　　雅秀

第２ 大下　幸繁
1 峯　　美勝
2 藤田　孝次
3 大下　幸繁

第３ 荒木　淳一
1 井上　博己
2 荒木　淳一
3 原井　　久

西　
　

部
岡﨑　徐磨

新　川 岩﨑　　孝
1 岩﨑　　孝
2 川崎　雅行
3 雨包　憲二

鵜の島 浅井　栄子
1 藤本百合男
2 中石　直江

小羽山 岡﨑　徐磨
1 鬼塚　伸幸
2 西内　洋子
3 岡﨑きよみ

藤　
　

山
江村　俊夫 藤　山

第１ 溝部　憲男
1 松田　欣二

3 伊藤　三郎

第２ 河﨑　政則
1 河﨑　政則
2 倉光　武男
3 江村　俊夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東

杉山　裕子

厚　南
第１ 中村　泰隆

1 原　　清人
2 岩田　　博
3 有井　澄子

第２ 杉野　正人
1 縄田　容昌
2 谷口　政勝

西宇部
第１ 矢原　六男

1 河崎貫一郎

2
山本　映子
矢原　六男

3
厚見　道子
矢原　六男

第２ 平田　和正
1 小林　康宏
2 平田　和正

厚　東 藤井　正昭
1 上原　紀夫
2 三戸部龍一

黒
石
・
原

由川　嘉信

黒　石 三隅　俊昭
1 三隅　俊昭
2 友光　正男
3 三島　浩二

原 伯野　増夫

1 宮島　　惠
2 縄田　孝典
3 久保田龍彦
4 梅津　愛子

北　

部
梶山　淳幸

二俣瀬 梶山　淳幸
1 吉永　孝男
2 辻野　正吾

小　野 竹山　茂樹 1 竹山　茂樹
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①
就
業
体
制
、
就
業
日
数
、
平
均
年
齢

　

就
業
体
制
は
、
昼
と
夜
の
二
交
替
制

で
、
シ
ル
バ
ー
会
員
五
名
に
よ
り
シ
フ

ト
を
組
ん
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
シ
フ

ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
引
継
ぎ
時

に
５
名
の
会
員
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
事
が
で
き
る
様
に
、
毎
月
組

み
合
わ
せ
を
換
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
業
日
数
は
、
月
に
約
12
日
程
度
で
、

平
均
年
齢
は
70
歳
で
す
。

②
常
盤
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
設
備
紹
介

　

軟
式
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
利
用

可
能
な
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
と
人
工
芝
サ

ッ
カ
ー
場
が
隣
接
し
、
夜
間
照
明
を
完

備
し
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
す
。
そ
の
中

央
に
は
管
理
棟
が
あ
り
、
男
女
ト
イ
レ

が
併
設
さ
れ
自
動
販
売
機
も
置
か
れ
て

い
ま
す
。
管
理
棟
前
の
道
路
は
常
盤
湖

の
周
遊
道
路
と
一
部
重
複
し
て
お
り
、

散
歩
や
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ト
イ
レ
利
用

や
水
分
補
給
で
多
く
の
人
が
立
ち
寄
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は
海
抜
25
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
地
震
・
津
波
に
お
け
る

宇
部
市
指
定
の
緊
急
避
難
場
所
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
は
、

常
盤
湖
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

然
豊
か
な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
在
住
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
活

用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

③
業
務
内
容
と
心
が
け
て
い
る
こ
と

・
ト
イ
レ
清
掃
・
ペ
ー
パ
ー
補
充

・
部
屋
、
器
具
室
等
の
清
掃
整
理　
　

・
施
設
内
の
ゴ
ミ
仕
分
け
処
理

・
草
刈
り
、
施
設
、
備
品
の
補
修
整
備

・
使
用
受
付
簿
の
記
入
、
確
認

・
利
用
人
数
の
記
入
（
大
会
・
行
事
）

・
照
明
設
備
の
点
灯
、
消
灯

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

　

私
自
身
、
ま
だ
現
役
で
野
球
を
し
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
事
で
苦

楽
を
共
に
し
て
い
る
仲
間
と
笑
顔
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

は
、
年
少
者
か
ら
社
会
人
ま
で
と
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
す
ば
ら
し
い
仲
間
に
出
会
い
、

友
情
を
育は
ぐ
く
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。

私
達
は
、
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ

う
に
、
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
笑
顔
で

接
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
れ
、
満
足

し
て
帰
っ
て
頂
け
る
様
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

④
会
員
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
な
り
、
宇
部
市

体
育
協
会
の
一
員
と
し
て
常
盤
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
の
管
理
業
務
に
携た
ず
さわ
れ
る

こ
と
は
、
私
の
健
康
維
持
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
笑
顔
で

楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

⑤
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に

対
す
る
要
望

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
会
員
同
士
の
交
流
が

難
し
い
中
、
現
時
点
で
は
満
足
し
て
い

ま
す
。
事
務
局
へ
の
要
望
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。

（
ま
と
め　

桜
木
一
憲
）

vol.23
常
盤
公
園
ス
ポ
ー
ツ

広
場
施
設
管
理

原
地
区
　
有
田
　
健
三

小
羽
山
地
区
　
山
本
　
素
直

令和4・7・1
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シ
ニ
ア
世
代
の
特
権
を
味
わ
う
。
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
豊
か
な
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
ろ
う
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
も
と
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
４
月

か
ら
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
ｆ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ
」
フ
レ
ン
ド
リ
ー

と
は
「
友
好
的
で
あ
る
様
子
。
親
し

み
や
す
い
様
子
」
と
い
う
意
味
で
す
。

「
友
好
的
」
と
は
「
好
意
的
な
態
度
や

言
動
を
も
っ
て
仲
良
く
付
き
合
う
こ

と
」。「
好
意
的
」
は
「
相
手
の
立
場
を

重
ん
じ
て
、
利
益
に
な
る
よ
う
考
え
る

様
子
」
と
い
う
意
味
で
す
。
総
合
す
る

と
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
親
し

く
す
る
様
子
、
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と
い
う
言
葉

は
人
で
は
な
く
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

（
会
員
優
待
割
引
）
と
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
証
を
提
示
す
る
だ
け
で
地
域
の
協

力
店
で
商
品
の
割
引
な
ど
様
々
な
特
典

を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
協
力
店
の
一
覧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
加
盟
い

た
だ
き
ま
す
と
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
店
頭
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
な

ど
Ｐ
Ｒ
の
場
が
広
が
り
ま
す
。
加
盟
料

な
ど
料
金
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

（
井
上
記
）

　

植
木
剪
定
班
、
除
草
班
、
機
械
除
草

班
を
対
象
と
し
た
安
全
講
習
会
を
４
月

22
日
（
金
）
に
多
世
代
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
病
院
の
松
本
俊
祐
様
に

よ
る
「
救
命
法
講
習
」
で
は
、
一
次
救

命
処
置
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
傷
病
者
が

出
た
場
合
は
、
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
一

一
九
番
に
通
報
し
て
指
示
を
仰
ぐ
こ
と

が
大
事
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
二
件
の
会
員
に
よ

る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

シ
ル
バ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
！

受
け
て
、
宇
部
警
察
署
に
よ
る
「
交
通

安
全
講
習
」
も
続
け
て
行
い
ま
し
た
。

夜
間
運
転
の
基
本
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
、
車

両
の
右
側
の
歩
行
者
に
注
意
す
る
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

作
業
中
の
事
故
や
交
通
安
全
に
は
く

れ
ぐ
れ
も
留
意
し
て
下
さ
い
。
事
故
が

起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
は
周
囲
も
含
め

て
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
に
車
で
来
場
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
の
案
内
が
不
十

分
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

シ
ル
バ
ー

フレ
ンドリーシ

ョ
ッ
プ

シ
ル
バ
ー

フレ
ンドリーシ

ョ
ッ
プ

協 力 店協 力 店

安
全

講
習
会

開
催

安
全

講
習
会

開
催

令和4・7・1
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会員情報交流のひ
ろば

作品発表･交歓の頁
－お気軽に投稿下さい－

琴
芝
地
区　

井
上
ヒ
ロ
ミ

値
上
が
っ
た
飲
む
な
食
べ
る
な
怒
る
妻

あ
と
か
ら
と
隠
し
て
い
た
ら
期
限
切
れ

無
理
で
す
花
を
咲
か
せ
る
な
ん
て
枯
れ
た
木
に

金
が
な
い
こ
れ
が
エ
コ
だ
と
見
栄
を
張
る

定
年
後
と
こ
ろ
で
今
日
は
何
曜
日

東
岐
波
地
区　

小
栗　

敬
一

ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
フ
ァッ
シ
ョ
ン
競
う
朝
散
歩

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
三
歩
下
が
って
妻
の
後

不
器
用
で
主
夫
に
な
れ
ぬ
が
主
婦
の
友

値
上
が
り
で
早
い
者
勝
ち
特
価
品

マ
ス
ク
な
い
君
の
素
顔
を
見
て
み
た
い

西
岐
波
地
区　

P･N
サ
ク
ラ
ン
ボ

南
天
の
数
ほ
ど
幸
せ
住
ん
で
く
れ

山
登
り
胸
は
ド
キ
ド
キ
膝
ガ
ク
ガ
ク

苦
労
し
て
捕
っ
た
海
老
を
孫
ペロ
リ

あ
の
世
よ
り
近
く
な
っ
た
よ
夜
間
尿

育
毛
剤
い
ろ
い
ろ
試
す
が
効
果
な
し

「花壇コンクール」
神原地区　江　嶋　亜企雄

「かきつばた」
東岐波地区　杉　山　明　美

「阿波踊り」
琴芝地区　井　上　博　己

「新緑」
常盤地区　桶　田　敏　治

川　

柳

色　

紙

岬
地
区　

宇　

野　

典　

彦

Ｑ１．石楠花　Ｑ２．蒲公英
Ｑ３．翌檜　　Ｑ４．白詰草
Ｑ５．鳳仙花　Ｑ６．百日紅
Ｑ７．金木犀　Ｑ８．公孫樹
Ｑ９．木天蓼　Ｑ10．鬼灯
Ｑ11．雛罌粟　Ｑ12．蓬
Ｑ13．風信子　Ｑ14．燕子花
Ｑ1５．仙人掌
Ｑ1６．蕺草

難 読 漢 字
植物編

令和4・7・1

（7）



編
　
集
　
後
　
記

　

今
年
の
春
で
65
歳
を
迎
え
た
。
65

歳
、
い
ま
ま
で
は
他
人
事
で
先
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
…
。
年
齢
を

意
識
し
始
め
た
か
ら
か
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
身
体
の
衰
え
や
不
調
を
感
じ
る
こ
と

が
多
々
あ
る
。
何
と
か
し
て
体
力
を
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き

知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
、
宇
部
市
が
実

施
し
て
い
る
「
は
つ
ら
つ
健
幸
ポ
イ
ン

ト
」
を
昨
年
か
ら
始
め
た
。
１
年
間
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
る
と
、
年
度
末
に
集
計
さ
れ
た

ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ご
褒
美
が
あ
る
。
嬉

し
い
ば
か
り
だ
。

　

元
来
、
な
に
ご
と
に
も
「
三
日
坊

主
」「
な
ま
け
者
」
の
私
は
続
け
る
自

信
は
な
か
っ
た
が
、
何
と
か
１
年
間
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
凄
い
!!

　

ひ
と
り
で
は
な
い
し
、
活
動
の
種
類

も
多
い
し
、
ご
褒
美
も
あ
る
し
、
楽
し

み
な
が
ら
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
め
た

こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

今
年
は
２
年
目
、
も
う
少
し
頑
張
っ

て
体
力
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

調
子
に
の
っ
た
私
は
、
今
春
か
ら
も

う
ひ
と
つ
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
恥
か
し
く
て
と
て
も
言
え

な
い
の
で
、
ナ
イ
シ
ョ
…
。

�

（
杉
山
明
美
記
）

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　

４
月
に
会
費
請
求
を
郵
送
に
て

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付
を

さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
至

急
、
振
り
込
ま
れ
る
か
、
事
務
局

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

８
月
末
ま
で
に
お
支
払
い
が
な

い
場
合
は
、
会
員
資
格
が
喪
失
し

ま
す
。

令
和
４
年
８
月
15
日
㈪
・

16
日
㈫
は
、
勝
手
な
が
ら

事
務
所
を
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

盆休みの
お知らせ 　

就
業
に
関
す
る
発
注
者
さ
ん

へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行

っ
て
い
ま
す
。
請
求
の
内
訳
は

「
配
分
金
」「
材
料
費
」「
事
務

費
」「
交
通
費
」
と
な
っ
て
お

り
、
す
べ
て
内
税
と
し
て
消
費

税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
納
税
事

業
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
に

対
し
て
税
務
署
に
消
費
税
を
納

付
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
さ
れ

た
会
員
も
同
様
に
消
費
税
法
上

で
は
、「
事
業
者
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
基
準
期
間
内
の

課
税
売
上
高
（
配
分
金
）
が
１

０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、

免
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は

施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
詳
し
く

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご存じですか？　配分金のこと　ご存じですか？　配分金のこと　配分金には消費税が含まれています!!

　

例
年
７
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

会
員
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
為
、
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
に
は

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

『
会
員
の
つ
ど
い
』
中
止

　

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
班
建
具

グ
ル
ー
プ
の
研
修
会
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

　

建
具
グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
希
望
さ
れ

る
方
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
網
戸
・
障
子
張
替
研
修

日
時　
令
和
４
年
７
月
27
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

締
切　
令
和
４
年
７
月
20
日
（
水
）

会
場　

�

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
琴
芝
通
り
）

　
　
　

宇
部
日
報
と
な
り

服
装　

�

作
業
の
し
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い

持
参
す
る
も
の

　
　
　

�

昼
食
・
お
茶
等
は
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い

建
具
張
替
研
修
会
に
つ
い
て

Ａ１．しゃくなげ
Ａ２．たんぽぽ
Ａ３．あすなろ
Ａ４．しろつめくさ
Ａ５．ほうせんか
Ａ６．さるすべり
Ａ７．きんもくせい
Ａ８．いちょう
Ａ９．またたび
Ａ10．ほおずき
Ａ11．ひなげし
Ａ12．よもぎ
Ａ13．ひやしんす
Ａ14．かきつばた
Ａ1５．さぼてん
Ａ1６．どくだみ
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建
具
張
替
研
修
会
の
お
知
ら
せ

〇
新
入
職
員
紹
介

今
年
４
月
入
所
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

業
務
課
（
公
共
・
家
事
援
助
）

大
前
則
江
（
お
お
ま
え　

の
り
え
）

申
込　

�

事
務
局
へ
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

３
１

－

３
２
５
１

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
１

－

４
３
３
４

　

５
月
２
日
に
西
中
国
信
用
金

庫
宇
部
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
会
費
の

振
込
が
あ
り
ま
し
た
が
、
振
込

人
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま

す
。
心
当
た
り
の
方
は
事
務
局

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

お尋ね

令和4・7・1

（8）


